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転換期を迎えている経済学部

倉|↓15()|「ざliが )過 ぎ、現 /r、 人

学および十

`1斉

学部ともとも、多

くυ)〔 ‖tて し(1奥 サIIを 迎えてお |)

ます 本年 4卜 |に り、村1模 崎iキ

キ・ンフヽスが |‖
′

iた し、1こ イに 11っ

た llF山 ・IF木 ・ |ILIII谷 の 3キ ャ

ンハス111よ りllF山 ・‖||ウ tルi(の 2

キャンハス1月 に移 fiし ました

このことは〕11に ハー ドの意味で

キャンハスが‖1模原に移転した以 11の ′意味を11ち 、llF山学院夫

学が2111L紀 に向けての新たな戦‖各を展 |‖ していることを示して

おります

また、「新しい〃Чを新しい皮袋にl卜 るJの たとえのごとく、新し

いキャンハスでは「|∵ 山スタンダード
「

IHIと いう、rFた な教

it教育が全学的に
′
り(方 Lさ れております これは、 1午 山学院大学

の学ノ
liは少なくともこれくらいの教itを 身に1寸 けて卒業しても

らいたいという思いをカリキュラムにサtJ〕こ化したものであり、

新しいハードの 11に カリキュラムという新してヽソフトを柿1築 し

たものであります 経済学部においても、このlrた な教養教育

経済学部学部長  坊己

'易

 ヌ〕うた

システムに「」輌:的 に参 11し て参りましたが、今後暉JllJI利 |1肝 を

この教 il「 'HI肝に月応 させていく段階となっています

また、Jり [/:σ )経 1斉 学「‖
`に

とってσ)最 ■要|‖t題 はなんと:|っ て

も、「第 部 |」 題 |で あり、大学にii雙「1さ れた委tt会で検 |卜|が

川|え られております ll体的に|ま 、第 部改判lお よびそれに111

う新学部lit rtの J千だ|■ が検li寸 さオし、経1斉学「
1`と う女しましては委

It会での糸|キ Iイ)を イ|っ ている「則1+で あ |)ま す 5()イ 11の ||り 、経 1斉学

部は,支 ll lな るごk判 lを 糸トル貪tヽ たしました 今||||も 、)邑 去に経ル貪し

たこれらの大山||な 改利[・ 変‖に月′,る とも劣らぬ水 llの 学 1引

`判

lttt

変更であり、まさに21L紀の経済学部のあり方が|IJオソlる 11題

として|「411づ けらオlま す

このような激 IIJの夕「り、学部長に1眈任いたし、今、力不71を

力lilよ いたしておりますが、教 ;t・ 職ltの 皆様にご協力、ごllJ I「

を可〔き、できうる限り適り」なる周ちいをとるべく、ilt大限の努りJ

を傾けていく,り千存であります |11窓会会ιtの皆様におかれまし

ても、J)[在経 1斉学部がおかれておりますこの状 ,)と をご理解いた

だき、2111[紀の新しい学部仲i築のために、より ‐お1の ご」旨導、

ご榊[lllを 賜 4)ま すようお願い中し lげ ます

第 5回 2003年度年次総会・講演会・懇親会 (速報 )

20()3116川 511(木 )|■ 77色 の会,t

が|キ ムlTし て11次総会が 川脅|さ れた

総会 百‖演会・懇れ!会の Ii羊細1報 f!:は

次の会報 (第 8)})に ゆず りますが、

第 1ス テージを迎えた経,斉 学部|」 窓会

の新役ltが 決定 したので速十‖いたしま

す なお役,tttf千 ●/の ご技1歩 と新f千 考

のご|ラさ|が は、次 ;り にILJ政 いたします

新fQ員  会

品1 `ヽ

長

長

森   啓

イiナlt il′ と

梅日1 澄 r

(S33卒 )

(S41卒 )

(S48卒 )

3Xド3651木 |ア イビーホール ::「 学会館 131 サフランの‖‖

1:(ヽ 1手 1こ    十1千 11  11嗜

高J中↑卜長   f4:1峠   111

会li「 委;t  天り予 知||‖ 1

ル    ,守 水 〕[」
4

1「 務九i夕 長   Ijk部  ′、1・ F
伸1可 1務 IJ長  人lll原  真美

席I査 委員  牢伏 F‐
″    |リヒ澤 秀夫

(H5卒) 新f千

(H5卒) ll任
(S31卒 )

(S39卒 ) 新任

(S53■ ) 新任

(S63卒 )

(S29卒 )   新 |千

(S30～ 1)   剰千f千

新fT 退任 :ホロ本 ヴ、会長、川り予 紫‖」会長、室伏 F JF↑ 事長

藤 llf 月
`通

会,i委 夕1、 大賀 誦攣IttlllJ長

キロ1 孝行監杏委夕t、 水,7 郁夫肝1査委員41任



経済学部同窓会会員は今…… ますます元気、今を生きる !
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1litヽ もの ご太′
卜卒業から 7イ liが経ちました 人う1卒

業後、日本/11Lツトに人

`Lし

2111間 の111勺線来務の後、現

在は ‖1捺 線に乗務しております 学′
LI I代 の旅行先は

アメリカばかりだったので、今まで行ったことのない

‖へのフライトは ドキ ドキしてガイドブックを1讐 って

Fiっ たもσ)で した (フ ライ ト先も‖(ら オして tヽ るσ)で 、

11,工 は li要 イド|「 はり也「刈1〔 し
~ご

も
'夕

けるよう|こ な |)ま し

たが )

わ客様や‖1‖ 、ヽ々人から |‖ 十九|も あるし大変な|li liだ よね とよく||

わオしますが、″、は今までこの|li liを 1,tヽ と旭1っ たことは |サ もあ |)ま せ

ん miか に24+||‖ 1,L′ヒきててヽることはよくあるし、 わrt liυ )入 ってtヽ

るカー トは1(X)kg近 くあるし、 機 |′Jは 乾燥 して(ヽ るからわ‖しはハサ′ヽサ

だし… |1陽 線ヽですからltツド11午 ち,も 関係してきます 米国 十多発テロ直

Fiで もヽヽにlti「 きまJ‐ し、 イラク111ご )|も 1ケ |〔 ′′′~シ ,一 ,Lc')変 りi

はなし、現 r「 こんなにSARSが 版がれているにも劇わらず中|‖ ステイ

ももちろんします それでも子,ヒ けられるのは「お客様のカリ1を ,1ら れる
|

からだと思います もちろんステイクLでのオフの 1出 lも 楽しいのですが、

14乗 中は不機力1庶 だったのに笑彦IIで 飛Fi機 を降りて いさるノノにお会いした

11は とてもうれしく思います

しかしそんな在、も最近は休リリのノ〔えを感 じ々イ)め 、かつ‖il llイ ごに |「 をヵll

めてしまったのをきっかけに、ジ′、のヨガ教11に 逆い 台々めました ハリ

ウ ンドで流 Fi´ )て いるというミーハーな気Iキ ちもあったのですが、もと

もとヵiか ら背中にかけての浣1り がひどく、マッサージのケL′ 1に も「スト

レ ッチをして ドさいJと
'り

IIliオ ソtご tヽ ました 体の イヽ/7xも 治るし11キ |

安,と にもよいのではと思 tヽ 、 時 出lσ )1詢
:J~限 り,rlっ てて、まり

~

各市乗務サtを 長く続けるコツ、よくfrべ ょくlfて 1本 も′しヽも′∵i塁 ること

余

`イ

)の ある′しヽでこの||:Jlを続けて|ヽ こうと
'思

います  (た だしフライベー

トが疎かにならない様にri々 に一 )

「経済学部同窓会に入会して」

小学
′
li30人が横 ク1に なって、それぞれ隣の Jこの片

7Lを 糸キんで/Lる i「 人 il 世‖の競争がテレビに映っ

ています それをさっきから、よくも飽きもせず、じ

い )́と 食い人るように
'と

ている型、の人は、同じ|ケ学の

先■ (195931i)で 、  |:イ 1の 秋に 65ク で|:J「 をリ

タイア致 しました 台,11の |:卜 を終え、私もノこの横に

″111)、  この小学
′
li,上 ピ)ilブ、il 胆‖を 糸者に見てい

ました スター トからゴールまでり「り〕「崚て ∫
′

fり :辻 は ′
lil懸 命に′Lり 、ゴ

ールヘ/Lり 込み、参加各校とダイ
`、

を続いイ)い 、そして‖ソ,,た J′ 供辻も

rlけ た r供辻も涙顔を,こ せていました その 11供達の ri御 さに、見てい

るT/、辻もある|[の 感 llJに 、少し涙がこばれたり致 しました  1人 i‖‖で

も大変なのに、よくまあ30人 が 糸1lLれ ず′Lれ るものだと妙に感心致 し

たものでした

I Iケ
イi ヨヽ)|二 il(ハ rlぃ IF″ ‖ヽ″`'´ イ,ノ 11人 よヽり|[|||`′ ),1く  '1,′ざ()千 1:オ ,tう

になって、やっと イliが経ちました 引〔京に住んでいる間に 1人の r供

辻は、それぞオし

`」

|↓iし 、各地にそれぞオしが所11卜 をl llえ ており、今は人と

1人 fl:ま いとなっております ″、共がfl:む この辺りは、以前イ|:ん でいた

引t京に比べますと、それはまだまだ|`1然 が 杯で、前述のJ売川沿いを占k

歩していると、カリウが 11'「 、水に||ド ってはボラのような魚をくわえて

|‖ ↓r・ み_に しているのを,こ か |す たりj女 します 川の 11で は トンビが li空

からり1向 iま で降 りてきた |)、 11か |卜 の流れが子1や かにな‐)て いるように

感じたり致 します

とl売 に入った″、もりことの 人 i脚 を1り :|ゴ ないようにまたまた |]「ゼ:命

に′Lり れtけ るようて り
~ 

あυ)小 ′
l′ 11,上′),こ女(さ |こ 負けなtヽ ように

鷹礁ソ・T盤壽批膵著々鷺い1・¨
口、は、高校 1代 は 1与 学を

'111〕

ませんでした 高校を
′
|:芽:υ )イ |、 | ↓il:崎 大学キ

`済

学占|`を 受けましたが、「
tサせも||十 不r)1占   ‖l校 |ま 受 |す ず、 1‖‖校

~ノ

し州ウt

lk′「 J倍  に行 )て オゴ|を lul t´ ました しかし、JI洋女系

の成績が,IIび ず、 立大学をあきらめて、ウt l:だ け

υ)夕、立大学に′ふ当'41ヽ交を変 l_し ました 第  よこ

`41ま

まく
｀

れイヽ1各 を
'Ul`ケ

して曜太|1学 部、第 1志 11は り1太政経十

部 第 1′ よ守41ま lli人 」女十
`学

「‖
`と

,り(め ました そσ)後 、 tヽ とこか東京にお

1,、 1[:」 ッ
´
[、  こ、́二 | ′、～ |` |IJ「 んり、J I _に 1  ご、 ,.I Iし 、・:|、 _ 号| :

「,t大学経 1斉 学部 lll学
「

を加えました 予想通り1班 人は落ちましたが、|り
l

人 lfi人  IFll人 に受かりました ,ル資のため学 1交 を 卜)と した 十、lT学

人が lTTJlll友 けしていたので、tt遮 り1人  1ィ i人 をやめて ,「l人に i「 く li

にしました けに り1人 から ∵学人に気が変わったとlitヽ ました Iサ が打|

岡の父にその旨を1liげ 、父から‖分がilき たいのなら|ケ 学人にFiっ ても良

いとの1詢
:IJが出て、|り l人 を|liめ て ,学 人に行くJ「 にしました

午学|lftは リロJtiり llkばかりしていました てた校‖|、 llil‖ 1か ら人ってす

ぐノiの 学′
1会館に、今日何 |卜 から11:千 第 球場で l[F学 のレイ、がある旨の

行板が、レ1っ ていたら 14業はほ ,た らかして、応援 月ヽ以外ほとんど客が

11な いめltJ場 (、  十
′
Iを 必ケビになって応1屁 |て いました 束,1人 と ||、 ′2

カli l:人 と ||、  il llll人 オL14え 単kが 行なオ)オ しましたが、  |`||と も負けて

llイ 1川
1午
′
I人は 1部 でした 今、 部で りl治 |卜 宮球場で ,i'1か試介をし

てtヽ るび)が けみたてヽ
~ξ

す

学′
liり rJtば かりでなく、後楽 |ギJ球 J877の 西鉄ライオンス対引〔1央 フライヤ

ース、 り〔丸(球 Jttσ )束 ,(オ リオンスキ」ノЧ∫失ライオンズσ);,ヽ 合lり 1戦 にもよく

行 ,́て いました 後楽十刷tナ場も東京ルltJ場 もハ リーグの
`Iヽ

合はガラ′′卜きな

のに、セリーグ、11に 11人 ‖伐はによ各がU油iltで した その原1川 は 11人

力`力tく てセリーク・のノ、女(力 あヽり、 11人 σ)籠キさが liυ )術 J11■ よると思 tヽ 、 ,共

″キのビルの場:|:こ 、  本足Jl法 のりl′先にり|け ,「 れたiT学 |十 代でした

Jヽ峰 あずさ (本名 。梅澤みの里、1992.3
経済学科卒 東京都在住)

型、の‖it業 は、…汀i歌歌「  です |`1分 としては|ヽ って

|′ |夕本なυ)ですが、 T ll学 Lヒ 大学を11来 してJ参 してヽネ |

とt(11わ れ に十  ヽ ′klイ i十 二 :″ '「 1亡 してま J=

|‖ :券

`や

イト( | )に 1111し ましたか、 ｀
1‖ キ|ま バブルも|ま じけそθ)lJ応に追オ,

れる′j‖ でした つくづく1 分υ)ノ、
′
|,と いうものを考えはじめ、歌が女「

きたったこ
`ヒ

もあ |)が (歌歌
「

へ転Itし ました

そして、今から2イ 111の IT学祭で‖,た わせて rtき 、心にしい中↑lfの ノブ (F

氏)と 知|り 介いになり、ヤノ,オ|1白 iに も関わらずそυ)J場 ご″、の i麦 1残 会に人会

してlrtき …そυ)/Jの 作力めで経 i斉 学部の同窓会に人会しました

わかげ様で 1イ iυ )1 l lll二 は叫〔京こυ)フ ,一 ス ト |リ ヨサ イ ク,し も成JりJし 、

l llに は新||「 水自ⅢJの イ6′′し、今イ1の Hサ lllに は  liサ ズ|l lll,う |ま う

とJでσ)コ ンサー トと、デビIL― 八||‖
イ11に バ、さわしてヽ Ⅲ

り(り あるイ1 で

ありたいと思っています  これからも人との11会 いを人UJに 、
…
午
′
I:ム )L¨

で、庁|そ しい演秋道を歩んでいきますので、IT山学院大学糸
`1斉

学部同窓会

の皆様どうそ
.よ

ろしくお願いlllし 11げ ます
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平成14年度幹事会・講演会開催さる
2003.1.20(月 )アイビーホール青学会館 3F ナリレドの間

経済学部同窓会平成1411度幹事会・言‖演会が、20031111120H :: =

後 6‖ |よ り80名 の同窓会幹事が111席 して開催された

室伏幹事長の司会で始まり、富「]副幹・h長の開会祈

`キ

にゴ

'(1,て

 「て蜃

会長が、「経済学部同窓会も4年 をむかえ、少なからぬ創造の結しスえ ざ〔

しみを経て、第 1ス テージヘの発展の 11台 が出来た 会I(7ォ ン, T

イコス・ノモスも第 6号 を発刊するまでになった 校 t会 太:=■ ■
`_

関係も、他の学占卜 学利 1可 窓会との連|"を しつつ、そ、〕11:し 、
「

 ∵
=

模索中である=こ うした中で、創造と継ツト、そしてらk長 とた,皇 _´ tr二

卓↑11の 皆様、会,tの十〒様と、同窓会の目的達成の1思 いを つ ,二 ■ff_て

着実に進展 して行きたいJと 711べ た ご来賓の川場 〕り〔子i、 |:・
=二「 I

長からご挨拶をいただいた

小1本 会長が1議 長になり、議案の審議 |二 人った イiリ ト副

`:長

よ 二 i ll

イ16り 122‖ 総会以降の,舌 」lJ ttt缶 、ノ(野 会言「委ウtよ |)｀ FIJk14 111]::=i■

の会計報街があった。川野副会長より、次期役員1失 ‖i選 出の件
`=::■

i

簿の作成について1議
′
朱が11さ オした 次 IUI F,'t辻 ||ご ,ま  ,■ 三 F、 L」 二、

は校友会会長の要職にあり、また川lli/品 1会 長も校支会
=`:長

_妻ミ ニF

るので、 つを |に 務することはl■4し い状ルとにあり 同等会、だ
=長

 J」 =

長は交代することになる 会員名前は｀
|え 成1111会 発足時に作lJK ll■ (il

れていない 作1戊 する会員名簿は全会,tを lLJ載 することが望まし1 ::I

政miを とは して企業から広く|ム f[:を 募集して資金1念 出を検|:|す る そ
'1ぞれ総会までに常任中↑|「 会に 任し、市||め てもらうことにな ]た

IJ会 をIη 川常任中i｀
・llに 替って、

′
11後 7+40分 より就|千 11111(|‐

「
l::を

迎えて′ピご多1亡の中||1 磋( 横浜lj長 (同窓会|卜 Jf)|二 、 1'■ :喘 FI
長に就f千 してJと 胆1し てご「‖,メていただいた 山りJれ の良い J〔 千三きをi

じさせる、熱σ)こ もった話 しは、 十に同窓ということて ,中 工■■■  :
′
容も交え[iriら れ、あっというllの 1111川 であった

lr鷹孔子潔[電露llttFll:番11清
!

F`成 13イ「 子
`|,T′

「:「 Jj li業 .D‖ ||:  :モ

イ|、 弱冠251t、 ノく||{iに

`ざ

茨;t遣 ■,こ

ヤプリ|りし11し て、 りとJ148191(を

'1″

lし て

711'｀ 1,Jを 果たした

全なし、地1杵 なして、|∵ lkを 強1=
れててヽたが、 liち liの りlる きヒ::き

で、II」 りのノ、を引きf「 十、動|し  て

きなノ」へと変えていった rk:|レ三
=

るには、 こオlか 太」「な .li、 )ひ とつて
′
1分 の考えに賛同してくれる人の怖を大きく171ザ てい|す る資ritな ブ́

_

ばなりません 彼には、友を動かし、同志をJIJか し、プく|lκ民を重:`イ

リ」があったのです.そ れは、25歳 にして政 ifi家 十二なる資fiを 備えた ti

もしい逸材だと
′
り(感 させられるものです

2ヶ ll程 前、雌占ISさ んと1中 イ|と タクシーに乗ったIF、 ‖||'イ l_il=
に 3人で舌が盛り Lが った |1中 イ十が降りた時に、タクシーあItt i「

`
んが、「今、降りた人の名由|を 教えて ドさい 1文 も大|||`民 な、フ[ ■ 二

1ケ票しますJと 、「:っ てくれました 私は、ド|ん でFil∵ 1・',■ 日11を しま _

た きっとあの時の運:Li Fさ んも彼の人l llと f能 1:十 二か|」 て 11を fi
てくれたことと||キ じています.彼に接 した人が彼に協りJし た くなる■ 三

なエヒソー ドだと思います

まだまだ、すべてが未知数、されどその意欲とハワー|ま lil l〕 ¬|′ lな :

ものを感じます いつまでも、今持っているJ:義感と使命!さ を
'こ

わ十、|に

れの中 || ′(横浜 Ilf長 を目指 して頑張って ドさい 今後の活躍にIUlイ |し

ています
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拡大役員会 17名

第4回常任幹事会 15名

平成14年 度幹事会 80名
この度ご就任の堀場勇夫経済学部学部長にご挨拶

いただく。

講演 。「雑感。横浜市長に就任してJ中田 宏

横浜市長  (経 Hl卒、同窓会幹事、前常任幹事)

第 5回常任幹事会 18名

役員会 7名
第 6回常任幹事会 18名

学位授与式で卒業生の入会勧誘実施

対象 。経済学部一部499名 、同二部229名 、大学院

修了生3名 。

第 7回常任幹事会

第 8回常任幹事会 18名

平成14年 度総会 77名

通常議案の他、任期満了による会長はじめ役員の

大幅改選があつた。

講演・「911以 降の国際政治」土山賞男国際政治

経済学部教授

懇親会アトラクション・演歌、小峰あずさ

(本名 。梅澤みの里、経H4卒、同窓会幹事)

200365  年次総会 土山賞男教授

200365年 次総会にて
左から、石井副会長、堀場学部長、榎本会長、土山教授

200365 年次総会・

懇親会にて

森 啓 新会長

会報第7号発刊  (May 15,2003号 )

第10回 大学同窓祭  (経済学部同窓会は開会礼拝

を担当 )

『国富論』を記したアダム・スミス (1723年～1790年 )は道徳哲

学者であつた。彼は、1752年 からグラスゴー大学の道徳哲学講座で教

え始めたが、彼の道徳哲学は、第一部自然神学、第二部倫理学、第三部

自然法学、第四部政治経済学というものであつた。この第四部が F国富

論』になって、経済学の父といわれた。しかし、商品の生産・分配・消

費という経済活動は、それだけで考察されるものではなく、広いモラル

の領域から考察されるものであつた。環境問題や企業の社会的責任の間

題に見られるような課題を考えなければならない時代に、私たちは道徳

哲学の枠組みの中から経済活動を点検する必要もある。通常は、神学と

経済学またキリス ト教と経済活動は、両極端にあると考えられている。

しかし、神学と経済学は必ずしもミスマッチではないのである。

ところで、アダム・スミスは、意図しない仕方で、いつの間にか神の

目的に協力してしまうのが、人間の心に埋め込まれて秘密のシステム

(SeC「et mechanism)で あると考えている。それが「公平な観察者の

目」を意識することである。別の言葉でいえば、彼は「良心」や「胸中

の半神」といつたりしている。さらに、アダム・スミスの「道徳哲学」

全体で考えると、彼の考え方の中には社会で「利他心」が働くという主

張も見られる。彼のモラル・フィロソフィーには、政治学という部分が

ある。それは、政治担当者が、理性に基づいて、人々を社会全体の福祉

と平和へと促していく責任を語つている。スミスは、この政策作成者の

もつべきものを「積極的利他心」という。それに対して、消極的利他心

というのは、他者の権利や財産が損害を受けるときにあらわれる正義の

要求であり、政府が権力を用いて個人の人権や財産を守るという責任で

ある。これが司法の役害Jと なる。このような政治学において機能する積

極的利他心と法律によって犯罪を抑制する消極的利他心によって、社会

に生きている人々は、意図しない仕方で、人類の幸福をもとめている神

の目的への協力者になるのである。

編 集 後 記
> 白iの 劫1場 勇夫 経ill学 部学部長にはわ1亡 しい中、 111木 Hに ご寄

稿いただきました 感謝 )‐山iド段の 6115‖ 総会速報では、第 1

ステージに入った新役itを 紹介しました このため発日|‖ が遅れまし

たことをおlrtび中しLげ ます_>■ 面の
｀
F成 1411度幹事会報「 :と |'Ч

I向 1の INFORヽIATIONは 、大賀 鰐事務たり長にお|lti舌 になりま

した、>毎 ll!1大学教授に交ftで ご‖1当 いただいている、|'Ч I面 のAON
サロンには、この 4サ 11「 1付 けで学院宗教部長にご就任なされた束方

敬信教授にごlJI究の余滴として 5サ 120「 |に ご寄稿いただきましたし感

謝 >l miの 経済学部同窓会会員は今 ……ますます元気、今を生き

る 1に は、突然ご寄稿をお願いしましたが、ご多忙の中を快くお引き

受けいただきました,!さ ,| >11向 iの 会ウミ名簿の訂 lliと 消り、は、富田

日1幹事長にお願いしましたJ>さ て、同窓会設

'準
備の段階から参加

させていただき、同窓会の会報を第 1号 から第 7号 まで発刊させてい

ただきました そして、この第 7'Iの 発口lを もって編集長の任を角イい

て頂きました,こ の悩1、 皆様からの無私のご奉llに支えられて来まし

た 特に、編集員としてご本|liい ただいた、西尾隆司 (商 37)、 清水

美子 (経39)、 イf井信之 (経41)、 相川利宏 (14144)、 松原優子 (経46)、

本郷茂 (経 47)、 梅田1登 子 (経 48)、 艤部守孝 (経 53)、 ‖1原 ‐浩 (経

58)、 花岡雅夫 (経 H7)の 10人の方々には大変にお‖t話 になりまし

た,た だただ、ありがとうごぎいました、と申し上げます。

(門川光雄 経35)
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